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合
同
運
動
会
を
開
催

合
同
運
動
会
を
開
催

合
同
運
動
会
を
開
催

子どもらも競技に参加し楽しんだ

連
合
徳
島

三
地
協

人
間
ら
し
い
仕
事
実
現
求
め

人
間
ら
し
い
仕
事
実
現
求
め

非常食を実践体験非常食を実践体験非常食を実践体験

13人に修了証書交付

組
合
員
、家
族
ら
笑
顔
で
大
奮
闘

組
合
員
、家
族
ら
笑
顔
で
大
奮
闘

徳
島
駅
前
で
ア
ピ
ー
ル
行
動 写真上：組合員やその家族で楽しんだ運動会

写真下：運営スタッフも大奮闘

道行く人にアピールを行う田北連合徳島副事務局長

災害救助のスキルを身につけた受講生

議員ネットワークもアピール展開

当面の日程
１1月1日（土）
・連合徳島三地協合同講演会「防災フォーラム」（阿波観光ホテル）
１1月3日（月）
・労働者保護ルール改悪阻止全国アピールリレー
　街宣行動（徳島駅前）
１1月21日（金）
・連合徳島第26回中間期大会（阿波観光ホテル）

◎

◎

◎

　

日
頃
の
多
忙
な
日
常
を
忘
れ
、

構
成
組
織
間
、
家
族
や
組
合
員

同
士
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
る

た
め
に
10
月
26
日
、
徳
島
市
の

吉
野
川
運
動
広
場
で
連
合
徳
島

と
中
央
・
西
部
・
南
部
地
協
合

同
の
大
運
動
会
を
開
催
し
、
連

合
徳
島
組
合
員
ら
そ
の
家
族

３
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
冒
頭
、
森
本
連
合
徳
島

事
務
局
長
が
政
府
が
推
し
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
「
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
改
悪
」
に
つ
い
て
述

べ
た
上
で
、「
私
た
ち
が
め
ぐ

　

10
月
11
日
、
徳
島
市
の
昭
和

コ
ミ
セ
ン
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講
座
・

第
６
講
座
（
最
終
講
座
）
を
開

き
、
各
構
成
組
織
か
ら
22
人
の

受
講
生
が
参
加
し
た
。

　

講
座
は
炊
き
出
し
講
習
を
行

い
、
ポ
リ
袋
で
作
る
非
常
食
を

実
践
体
験
。
非
常
食
は
、
ナ
ポ

リ
タ
ン
と
ポ
ト
フ
、
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
の
３
食
。
講
師
は
連
合

徳
島
の
藤
原
書
記
が
務
め
た
。

  

受
講
生
は
、
４
班
に
分
か
れ

調
理
し
野
菜
の
下
ご
し
ら
え
か

ら
、
材
料
の
仕
込
み
な
ど
協
力

し
合
い
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
１
時
間
30
分
で
完
成
さ
せ

た
。
講
習
に
参
加
し
た
受
講
生

か
ら
は
、「
こ
の
調
理
方
法
は

緊
急
時
に
役
に
立
つ
」「
こ
れ

ま
で
料
理
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
が
、
い
い
経
験
が
出
来
た
」

な
ど
の
声
が
出
さ
れ
た
。

　

講
習
終
了
後
、
修
了
式
が
行

わ
れ
、
連
合
徳
島
の
森
本
事
務

局
長
が
「
養
成
講
座
を
通
じ
災

る
情
勢
は
厳
し
い
が
、
運
動
会

同
様
団
結
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。 
   

運
動
会
は
、
パ
ン
食
い
競
争

や
玉
入
れ
、
綱
引
き
な
ど
、
家

族
や
子
ど
も
ら
が
共
に
楽
し
め

害
救
助
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
修
了
証
書
が
受

講
生
に
手
渡
さ
れ
、
13
人
に
交

付
さ
れ
た
。

　

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
働

き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い

る
競
技
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、

雲
一
つ
な
い
快
晴
の
も
と
、
会

場
に
は
組
合
員
や
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
協
力
し

あ
っ
て
競
技
に
参
加
し
た
。

　

昼
食
休
憩
時
に
は
、
各
構
成

組
織
間
で
準
備
し
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
も
開
催
さ
れ
交
流

も
図
ら
れ
た
。

　

運
動
会
最
後
に
は
、
連
合
徳

島
や
三
地
協
、
福
祉
団
体
な
ど

か
ら
賞
品
提
供
さ
れ
た
大
抽
選

会
も
開
催
さ
れ
、
目
当
て
に
し

て
い
た
賞
品
が
当
選
さ
れ
る
と

大
き
な
歓
声
が
響
き
渡
っ
た
。

仕
事
）
世
界
行
動
デ
ー･

全
国

一
斉
行
動
が
、
10
月
７
日
に
Ｊ

Ｒ
徳
島
駅
前
で
開
か
れ
、
各
構

成
組
織
か
ら
50
人
が
参
加
し
、

街
頭
宣
伝
で
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
の
意
義
を
訴
え
る
と

と
も
に
、
道
行
く
人
に
ち
ら
し

配
布
を
行
っ
た
。

　

街
頭
宣
伝
行
動
は
、
田
北
連

合
徳
島
副
事
務
局
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
冒
頭
、
あ
い
さ
つ

に
た
っ
た
河
村
連
合
徳
島
会

長
が
「
10
月
７
日
は
、
連
合
を

は
じ
め
世
界
中
の
労
働
組
合

が
、
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
の
実
現
を
求
め
て
、

一
斉
に
行
動
す
る
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
ワ
ー
ク
世
界
行
動
デ
ー

で
あ
る
。連
合
は
全
て
の
働
く

者
の
拠
り
所
と
し
て
、
そ
の
力

を
結
集
し
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
を
築
く
た
め

に
、
全
力
で
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。
と
り
わ
け
私
た
ち

の
求
め
る
安
心
社
会
と
は
、
雇

用
が
保
障
さ
れ
、病
気
や
失
業
、

子
育
て
や
老
後
な
ど
、
人
生
全

て
の
段
階
に
お
い
て
対
応
で

き
る
制
度
が
確
立
さ
れ
る
こ

と
で
あ
り
、
人
と
人
と
の
良
好

な
絆
が
培
わ
れ
て
い
る
社
会

の
実
現
で
あ
る
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
中
小
労
働
対
策
本

部
を
代
表
し
清
田
副
議
長
、
連

合
徳
島
女
性
委
員
会
の
下
委

員
長
か
ら
、最
低
賃
金
の
説
明

や
女
性
労
働
者
の
働
き
方
、
パ

ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
の
相
談

事
例
報
告
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
の
訴
え
を
行
っ
た
。

　

連
帯
あ
い
さ
つ
で
は
、
連
合

徳
島
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
庄
野
県
議
、加
村
徳
島
市
議
、

小
林
徳
島
市
議
も
ア
ピ
ー
ル

を
展
開
し
た
。

連 合 徳 島 ニ ュ ー ス

vol. 251

2014年10月29日（1）

編集責任者　森　本　佳　広

〒770-0942 徳島市昭和町3丁目35の1
　　　　　 　　徳島県労働福祉会館内
tel ． 088（655）4105
fax． 088（655）4113
E-mail  info@tokushima.jtuc-rengo.jp
http://tokushima.jtuc-rengo.jp/

連合徳島
JTUC-TOKUSHIMA

発 行：日本労働組合総連合会徳島県連合会



連合徳島議員ネットの松崎県議も同行し要請（県要請）

各構成組織から132人が参加

狭
山
事
件
を
現
地
調
査

闘
争
勝
利
に
向
け
意
思
統
一

「本人通知制度」
導入求める

自治体要請行動

人権侵害の未然防止めざし

各首長に要請書を手渡すとともに
早期導入を求めた。

狭山再審闘争の見通しを語る石川一雄さん
（写真上／左）

再
審
開
始
へ
世
論
形
成
必
要

　連合徳島と部落解放徳島地方共闘会議（共闘会議）は10月23

日、24日に、県をはじめ徳島市など３市８町１村を訪問し、戸籍情

報や住民票等を第三者に交付したことを本人に伝える「本人通知

制度」の導入を求める自治体要請行動を実施した。要請行動は阿

南市を除く全ての自治体で実施することとしており、11月４日、５日

には残り４市７町にも要請を行うこととしている。

│
埼
玉
の
解
放
運
動
も
学
習
│

　

部
落
解
放
・
人
権
徳
島
地
方

研
究
集
会
実
行
委
員
会
主
催
の

反
差
別
研
修
が
10
月
17
日
か
ら

18
日
の
２
日
間
、
埼
玉
県
狭
山

市
で
開
か
れ
、
各
構
成
組
織
・

団
体
（
経
営
団
体
も
含
む
）
か

　

要
請
行
動
は
、
昨
今
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
「
部
落
地

名
総
鑑
」
を
は
じ
め
、
部
落
差

別
を
助
長
す
る
悪
質
な
書
き
込

み
、
さ
ら
に
は
身
元
調
査
や
個

人
情
報
を
得
る
た
め
に
、
本
人

の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
不
正
に

戸
籍
謄
本
等
が
入
手
さ
れ
る
事

件
が
後
を
断
た
な
い
こ
と
を
受

ら
21
人
が
参
加
し
た
。

  

初
日
は
地
元
・
埼
玉
県
共
闘

会
議
、
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県

連
か
ら
、
僧
侶
ら
が
差
別
の
不

当
性
を
訴
え
た
護
摩
札
騒
動
や

長
吏
身
分
の
人
々
が
命
を
賭
け

て
差
別
と
闘
う
武
州
鼻
緒
騒
動

な
ど
、
埼
玉
県
に
お
け
る
部
落

解
放
運
動
の
歴
史
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
講
演
を
受
け
る
と
と

も
に
、
１
９
６
３
年
に
発
生
し

た
狭
山
事
件
の
概
要
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

  

２
日
目
は
、
狭
山
事
件
の
現

地
調
査
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
）
を
行
い
、
警
察
の
捜
査
段

階
で
行
っ
た
石
川
一
雄
さ
ん
の

け
実
施
し
た
も
の
。

　

と
り
わ
け
戸
籍
等
の
不
正
入

手
に
つ
い
て
は
、
部
落
差
別
や

結
婚
相
手
の
身
元
調
査
の
み
な

ら
ず
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
大
き
く
侵
害
す
る
人
権
侵
害

で
、
取
ら
れ
た
情
報
が
ス
ト
ー

カ
ー
や
脅
迫
、
嫌
が
ら
せ
、
振

り
込
め
詐
欺
、
悪
質
ネ
ッ
ト
販

売
な
ど
に
悪
用
さ
れ
て
い
る
実

態
も
あ
り
、
取
り
返
し
の
付
か

な
い
重
大
な
事
件
（
犯
罪
）
に

発
展
し
、
実
際
に
重
大
事
件
が

発
生
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま

た
、
個
人
情
報
の
不
正
取
得
が

一
大
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
な
っ
て
い

る
。

  

こ
の
「
本
人
通
知
制
度
」
は

そ
れ
ら
を
未
然
に
防
ぐ
抑
止
力

に
も
な
り
、
本
年
６
月
末
現
在
、

全
国
の
４
４
３
の
自
治
体
で
導

入
済
で
あ
り
、
四
国
に
お
い
て

は
香
川
県
が
全
て
の
自
治
体
に

お
い
て
制
度
化
さ
れ
、
県
内
で

は
阿
南
市
が
７
月
か
ら
導
入
し

て
い
る
。

　

要
請
行
動
で
は
、
河
村
連
合

徳
島
会
長
を
は
じ
め
吉
野
連
合

徳
島
国
民
運
動
局
長
ら
共
闘
会

議
の
メ
ン
バ
ー
が
、
首
長
や
担

当
課
に
要
請
書
を
手
渡
す
と
と

も
に
、
重
大
な
人
権
侵
害
を
防

ぐ
意
味
で
も
早
期
に
制
度
導
入

が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
請
し

理
解
を
求
め
た
。

自
白
に
基
づ
き
、
犯
行
現
場
や

経
路
を
参
加
者
全
員
で
歩
い
て

検
証
し
、
目
撃
証
言
が
な
い
こ

と
や
時
間
の
経
過
が
合
わ
な
い

こ
と
な
ど
、
自
白
と
現
地
の
状

況
と
の
食
い
違
い
や
矛
盾
点
に

つ
い
て
学
習
を
深
め
た
。

　

現
地
調
査
終
了
後
、
石
川
一

雄
さ
ん
は
狭
山
再
審
闘
争
の
現

況
報
告
を
述
べ
た
上
で
「
10
月

下
旬
に
行
わ
れ
る
三
者
協
議

（
東
京
高
裁
・
高
検
、
弁
護

団
）
で
さ
ら
な
る
証
拠
が
開
示

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
再
審

決
定
に
向
け
大
き
な
ヤ
マ
場
を

迎
え
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
証

拠
を
開
示
さ
せ
る
こ
と
が
闘
争

勝
利
に
結
び
つ
く
」
と
訴
え
た
。

　

10
月
29
日
、
労
働
福
祉
会
館

別
館
で
「
寺
尾
判
決
40
ヶ
年
糾

弾
・
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め

る
徳
島
県
内
集
会
」
を
開
催
し
、

各
構
成
組
織
か
ら
１
３
２
人
が

参
加
し
た
。

　

集
会
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
富
永
副
議
長
が
「
狭
山
事
件

の
発
生
か
ら
51
年
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
、
関
係
団
体
と
連
携
・

協
力
し
、
徳
島
新
聞
朝
刊
に
狭

山
意
見
広
告
の
掲
載
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
な
ど

様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

検
察
は
新
た
な
証
拠
開
示
に
応

じ
て
い
な
い
が
、
弁
護
団
の
新

証
拠
提
出
な
ど
に
よ
っ
て
検
察

を
追
い
込
ん
で
い
る
の
は
間
違

い
な
い
。
本
日
の
県
内
集
会
を

契
機
に
、
ま
す
ま
す
悪
質
化
、

陰
湿
化
す
る
部
落
問
題
を
は
じ

め
と
す
る
差
別
事
件
や
人
権
問

題
の
一
日
も
早
い
解
決
、
さ
ら

に
は
人
権
啓
発
の
必
要
性
を
参

加
者
の
皆
さ
ん
と
確
認
し
あ
え

る
集
会
と
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

続
い
て
、
狭
山
事
件
を
考
え

る
徳
島
の
会
代
表
で
、
狭
山
弁

護
団
の
一
員
で
あ
る
木
村
清
志

弁
護
士
か
ら
「
狭
山
事
件
を
取

り
巻
く
情
勢
と
課
題
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
木
村
弁
護
士
は
東

京
高
裁
、
東
京
高
検
、
弁
護
団

の
三
者
協
議
の
内
容
に
つ
い
て

報
告
し
、「
事
実
調
べ
は
必
ず

行
わ
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
再
審
開
始
へ
向

け
て
世
論
形
成
が
必
要
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

最
後
に
第
３
次
再
審
闘
争
、

完
全
無
実
を
勝
ち
取
る
ま
で
全

力
で
闘
い
を
推
し
進
め
る
こ
と

を
確
認
し
、
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
県
内
集
会
を
閉
じ
た
。
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